
                  

 

 

 

 

 

 タマネギの収穫前現地巡回指導を開催 

 
６月２日にＪＡ東びわこと合同で収穫前のタマネギ現地巡回指導を行いました。 

 

当課とＪＡ東びわこでは、４年前から加工用タマネギを水田野菜における重点品目

に位置付けて推進してきましたが、昨年度は湿害や病気の発生などで収量が低くなり、

貯蔵性も劣るなど十分な結果が出せませんでした。 

 

今作は定植前から巡回指導を行い、圃場ごとに状況を判断して管理について綿密に

連携を取ってきました。今年は肥大も順調に進み防除も上手く行ってかなりの豊作基

調です。すでに一部では倒伏が始まり、６月１３日頃から天候を勘案して収穫が始め

る予定です。 

加工用の契約が厳しい中、販売先についてもＪＡの努力で確保されています。 

 

当課では水田野菜を作付けする経営体の育成を進めています。今後も、水田農業に

おける経営の複合化を進め、タマネギ栽培の定着とさらなる面積拡大を図り、産地化

をめざして支援していきます。 
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